
　モンゴルの言語と文化に強い関心を持ち、モンゴル
語を習得して、異文化としてのモンゴルの多様性を積
極的に学ぼうとする明確な目的をもった情熱ある人。

　多彩な数百の民族から構成される東南アジア最大の
国家であり、日本とも深い関係を持つインドネシアに
ついて、インドネシア語の習得を基盤としながら、言
語・文化・社会・信仰・歴史などの様々な面から積極
的に学び、理解を深め、その成果を生かして、社会に
貢献していきたい人。

私たちの暮らす東アジアの北に位置するモンゴル国は、1990年代初頭
の民主化以降、日本人にとって非常に身近なアジアの一国となりました。
それまでの社会主義であった時代には考えられないほど、双方の人々の往
来は自由で活発なものとなっています。毎年日本からは、多くの観光客や
メディア関係者らがモンゴルを訪れ、報道や特集も日常的になっていま
す。また、日本では国技とされる相撲界でのモンゴル人力士の活躍も目覚
ましく、連日メディアを賑わせていますが、モンゴル語は、このような私
たちにとって身近なアジアの隣人であるモンゴル国の公用語です。
本学モンゴル語専攻では、そのようなモンゴルについて、その言葉の学

習を通じて、文化や歴史、自然、民俗、宗教、思想、社会、方言など、関
連する様々な方面への理解を深めます。モンゴル語の語順は、日本語と同
じくいわゆるSOV型です。名詞類は日本語の「てにをは」に当たる格変化
を持ち、動詞の活用も基本的に規則変化します。英語などと違い、日本語
の語順で考え話すことができる、非常に学びやすい言語の一つです。文字
は2種類使われています。1つは13世紀にチンギス・ハーンが建てたモン
ゴル帝国以来800年あまりに渡って使われてきた縦書きのモンゴル文字
と、1940年代に新たに導入されたロシア文字基盤のアルファベットです
が、その両方を学びます。日本人スタッフとネイティブによる授業で、
1-2年次には、生きたモンゴル語を基礎からしっかり身につけます。3-4
年次には、学んだそのモンゴル語を生かして、卒業論文の作成等を目指し、
各人の興味ある分野をより突き詰めて研究できるようなカリキュラムに
なっています。
本学での学生生活は、1年次には豊中キャンパスで、2年次以降は箕面

キャンパスで勉強します。大学内では、各種クラブ活動やサークルに参加
したり、在学中に休学して、モンゴルや中国、英語圏などへ留学し、語学
力等の向上を目指す意欲的な学生もいます。
本学モンゴル語専攻は、旧大阪外国語大学モンゴル語科を引き継ぎ、大

阪外国語学校以来九十余年の長きにわたる歴史を持っています。特に作
家、故司馬遼太郎氏の出身としても知られてきましたが、卒業後の進路に
関しては、そういった文筆活動のみならず、大学でのキャリアを生かし、
外務省をはじめJICAや、新聞社などの海外特派員、企業の駐在員といった、
国際舞台に活動の場を見出した人も多くいます。また、教育者となって全
国各地で教鞭をとったり、進学して研究者になったりと様々ですが、就職
状況も例年概して良好です。
皆さん、一緒にモンゴル語を学びましょう。

ゲルと家畜

草原と湖 ラクダとゴビ砂漠 首都ジャカルタ

　インドネシアは約2億4千万人（世界第4位）の人口
をもつ、東南アジアの群島国家です。1945年に独立
を宣言しました。
　インドネシア語は、マレー語を母体として独自の発
展をとげた、インドネシアの国語です。ローマ字で表
記され、文法も難しくないため、今では全国に普及し
ています。一方、インドネシアには数百の地方語があ
り、日常生活においてはインドネシア語と共にそれぞ
れの地方語が使われています。
　広大な国土と多様な民族集団をもつインドネシアに
関して、私たちは何を学ぶことができるでしょうか。
　歴史をひもとけば、ヒンドゥー・イスラム諸王朝の
時代、オランダ植民地時代、日本占領時代、そして独
立後の激動の歴史が私たちを惹きつけます。1998年
の民主化を経て、インドネシアは新しい時代を迎えて
います。
　各地に目を向ければ、多様な文化と社会がありま
す。スマトラ島には母系制で知られるミナンカバウ
人、カリマンタン島には「森の民」といわれるダヤク
人、スラウェシ島にはかつて海洋王国を築いたマカッ
サル人、ニューギニア島にはパプアの人びとがいま
す。また、ジャワ、バリをはじめ、各地の絢爛たる芸術・
文学は多くの人々を魅了し続けています。さらに、現
代の芸術、文学、ポピュラー・カルチャーは同時代を
写す鏡として興味深いものです。
　今日、インドネシア社会は、グローバリゼーション
の波の中で、変化をとげつつあります。経済が急速に
発展する一方で広まった格差の是正、開発と環境のバ
ランス、多宗教・多民族共存などが課題としてあります。
　何を学ぶにせよ、インドネシア語は基礎となりま
す。しっかりと言葉を学び、本当のインドネシアに触
れる旅に出かけましょう。広く、大きく、多様なイン
ドネシアは、私たちに多くの生きる手がかりを与えて
くれるでしょう。

アチェの中央モスク
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インドネシアの子供達

初めまして。モンゴル語専攻について、少し紹介します。
モンゴル語を書く際に使用される文字には、モンゴル文字とキリル文字の二種

類があり、本専攻の授業ではどちらも勉強することができます。モンゴル語で使
用されるキリル文字とロシア語のキリル文字は、似ているのですが、文字の発音は、
ロシア語とは若干の違いがあります。本専攻の授業で使用される3冊の教科書（『初
級モンゴル語』、『初級モンゴル語練習問題集』、『モンゴル語ことわざ用法辞典』
の 3 冊で、学外の方でも購入できます。）のおかげで、1・2 回生の間にモンゴル
語の基礎を固めることができました。本専攻では、この教科書を使用しているので、
綺麗なモンゴル語を学ぶことができます。

私は、モンゴル国で 2 度年を
越すという貴重な経験をしまし
た。冬は、マイナス 20 度くらい
にもなり、血も凍るような寒さ
とはこのことかと実感しました
が、モンゴル語を話せたおかげ
で、モンゴルの方々の温かい心
に触れることができました。

モンゴル国の方には、モンゴ
ル語を外国人が話すととても喜
ぶ方が多くいらっしゃいます。
私もモンゴル語を勉強したおか
げで、多くのモンゴル人の方々
と楽しい時間を過ごすことがで
きました。皆さん是非、モンゴ
ル語という言語を学んでみてく
ださい。

モンゴルの気候は驚きの連続です。カラッとして快適な夏は短くあっと言う間
に秋が過ぎ、朝晩はマイナス 30 度まで冷え込む長く厳しい冬が続きます。やっと
冬が終わったと思ったら春は春で猛烈な砂嵐が起きたり 5 月なのに雪が降ったり
と、実に変化に富んでおり非常に面白いです。

私は 3 年生の 8 月から交換留学生としてモンゴル国立大学で学んでいます。平
日は朝7時半から11時まで授業を受け、午後はザハ（市場）で買い物をしたり馬
頭琴の練習をしたりしています。また、日本語学校でモンゴル人の若者たちに日
本語を教えています。夜は宿題をしながらルームメイトのモンゴル人と何時間も
語り合うなど、とても楽しい日々を送っています。休日は首都ウランバートルを
離れ田舎でヤギを追いかけ回して毛刈りをし、冬は凍りついた大きな湖の上を犬
ぞりで滑り、夏は馬に乗って草原を駆け抜けました。また長期休暇中は鉄道に乗り、
ゴビ砂漠に在る友人たちの故郷を訪
ねてモンゴル、内モンゴルの旧正月
を祝うなど、ここにはすべて書き表
せられない程、人生初の心躍る経験
をたくさんしました。もちろん苦い
経験も数多くあり何度も心が折れそ
うになりましたが、その度に様々な
人に支えられ乗り越えてきました。
留学で得るすべての経験は、自分が
将来力強く生きるための糧になると
私は信じています。

みなさんも私のように楽しく逞し
く、充実した 1 年をこの魅力たっ
ぷりのモンゴルで過ごしてみません
か？

4年　西村 僚之佑

4年　小田　愛美
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